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契約理由書 

 

１．件  名    令和 7年度「革新的な統合気象データを用いた洪水予測の高精度化」研究委託 

 

２．履行場所    福岡県福岡市博多区博多駅東２丁目１０番７号 

 

３．契約の相手方  住 所：福岡県福岡市西区元岡７４４ 

会社名：国立大学法人 九州大学 

電 話：０９２－５８３－７５５１ 

 

４．契約適用法令 会計法第２９条の３第４項及び 

予算決算及び会計令第１０２条の４第三号 

 

５．当該研究の目的・内容及び契約に付する理由 

 

１）当該研究の目的 

 豪雨災害が頻繁に発生する拡大筑後川流域と球磨川・川内川流域の風上側にライダーシステムを

設置し、水蒸気と熱のフラックスをモニタリングする技術を開発するものである。また、ライダー

による水蒸気・気温・風速・風向の鉛直分布と、衛星データ等のパターン情報を統合した新たな気

象データを創出する技術を構築するものである。さらに、統合気象データを用いた AI による降雨

量と河川流量・河川水位の予測技術を開発し、洪水予測の精度向上と社会実装に貢献することを目

的とする。 

 

２）研究の内容 

    主な研究内容は以下のとおりである。 

・水蒸気量・気温・風速・風向の鉛直分布のライダーセンシング技術 １式 

・ライダー・衛星データ等の統合化技術 １式 

・データ同化予測精度の検証 １式 

・AI による洪水予測技術 1式 

・出口戦略に向けた取組 １式 

 

３）契約に付する理由 

本委託研究は、内閣府の取り組みである研究開発 Society5.0 との橋渡しプログラム（BRIDGE）

に基づき、令和５年度から令和７年度の３ヶ年で実施するものである。 

契約の相手方は、令和５年度に契約を締結し、内閣府で行われた令和６年度年度末評価におい

ても継続評価されており、本研究を遂行するために必要な技術開発要素、有用性、実現可能性を

備えていると判断するものである。 

よって、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１０２条の４第三号により、上

記法人と契約を締結するものである。 

 

 

 

（契約理由書作成者） 

河川部 水災害予報センター長 


